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　2000年12月期、家具専門店最大手の大塚家具は、縮小傾向にある家具市場において98年以降

売り上げ、利益ともに過去最高を更新し続けており、業績はきわめて順調に推移していた。

　大塚家具は 1969年 3月に埼玉県春日部市に株式会社大塚家具センターとして設立され、翌月

第1号店が春日部駅西口に開設された。その後、店舗を増やしていき、それとともに売上げも順

調に拡大していった。大塚家具の経営戦略が大きく変わったのは1990年代に入ってからである。

1992年に店舗の再編成をはじめ、千葉や東京の各店舗を閉鎖する一方、1996年に有明本社ショー

ルームをオープンし、翌年には大阪南港ショールーム、1998年には名古屋ショールームをオー

プンした。有明本社ショールームは、日本最大の床面積で品揃えでは世界一を標榜しており、

30,000m2を超える床面積のフロアに4万点以上の家具が展示されていた。また、南港ショールー

ムも25,000m2のフロアと西日本一の床面積であった［1］。いずれも都心部や駅前の一等地に立地

するものではないものの、あまり例のない大規模な店舗と圧倒的な品揃えを特長としている。こ

の店舗戦略は、一定の成果を上げ、2000年にはそれまで家具専門店で首位（売上）だった島忠

を抜いて業界首位に躍進した。

　大塚家具の経営幹部は、これまでの成功のプロセスを分析しつつ、課題を明らかにするととも

に、さらなる成長の道を模索していた。

株式会社大塚家具

［1］ ちなみに、日本における家具専門店の売り場面積（1999年）は、１位大塚家具有明本社ショールーム（30,714m2）、
２位大塚家具大阪南港ショールーム（25,710m2）、３位大塚家具幕張ショールーム（20,700m2）、４位ヤナゲン岐大
ホームセンターショッピングモール（20,346m2）、５位山新グランステージ水戸（19,800m2）となっている。また、
６位は大塚家具小倉ショールーム、７位は大塚家具新宿ショールームと続いている。（社団法人国際家具産業振
興会（2000）『我が国家具業界の概要』より）
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